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ここでは、正則離散系列表現の一般化である「コホモロジカル表現」、「derived functor

module」、「Aq(λ)」 などと呼ばれている実半単純リー群の表現の定義を Knapp-Vogan

の教科書に従って述べることが主眼である。例として主に S p(2,R) において、θ-stable

parabolic subgroup q、表現 Aq(λ) の無限小指標、minimal K-type などを計算する。また

Howe対応で離散系列表現と対応している Aq(λ) (Jian-Shu Liの論文)について紹介する。
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